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１．研究計画の概要 
 （目的）：アンデスの古代社会には様々な
文化が興隆したが、これまで文化の変容とヒ
ト集団の変化について、考古学と人類学の知
見を統合して解析した研究はない。なぜなら
これまでの人類学研究で主流だった形態学
的な解析では、よほど大規模な集団の交替が
ない限り、限定された地域でのヒトの移動を
考察することはできず、文化の変容の問題に
ついては、考古学的な知見のみから考察する
しか方法がなかったためである。しかし、現
在では古人骨試料のＤＮＡ分析が可能にな
ったことで、血縁を単位とした系統の追跡も
可能となっている。本研究ではプレインカか
らインカ帝国形成期の人骨試料の形態学的
な研究とＤＮＡ分析、安定同位体による食性
分析などを同一試料に対して行うことによ
って、ＤＮＡ研究からの集団の系統関係の解
明と、形態学的研究お食性分析による古代社
会の復元を目指す。更にこれに考古学的な研
究から得られた知見を統合することによっ
て、古代アンデスに成立した様々な文化とそ
れを担ったヒト集団の関係について考察す
ることを目的とする。 
（内容）：今回のプロジェクトでは以下の４
つのテーマを設定する。（１）北海岸のモチ
ェ文化とそれに続くシカン文化を担った集
団の関係（２）南海岸のチリバヤ文化とイン
カの関係（３）クスコ周辺のインカ集団の出
自（４）パチャカマク遺跡出土ミイラの系統
の研究。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで（１）と（２）の課題について一
応の結論を得ることが出来た。（１）につい

て：ペルー北海岸はインカに征服される 15
世紀まで、紀元前後に興るモチェから始まり、
シカン、チムーといった独自の文化が興亡を
繰り返した歴史を持っている。この文化の変
遷を考えるときに常に問題になるのが、それ
が集団の遺伝的な構成の変化を伴ったもの
なのか否かということである。この問題を解
決するために、モチェ、シカン、コロニアル
の各時代の人骨、合計 100 体あまりからＤＮ
Ａを抽出し、ミトコンドリアＤＮＡの分析を
行った。その結果、時代的な変化は無く、文
化の変容は集団の変化を伴わないものであ
ることが明らかとなった。更に、これら北海
岸地域の集団の遺伝的特徴を明らかにする
ために、現在この地に住んでいる人々や、山
岳地域や南海岸の古代集団や現代人集団と
の比較を行った。その結果、北海岸集団は他
の地域と遺伝的な特徴が異なっていること
が明らかとなった。（２）について：チリバ
ヤは、チリとの国境付近の存在し、形成期か
らの遺跡が点在している。海外共同研究者の
ソニア・ギレンは過去１４年に渡ってこの地
での発掘調査を続けており、既に収集された
人骨試料が６百体あまり存在している。これ
らのサンプルから形成期に属する 6つの遺跡
とチリバヤ文化期の 3つの遺跡から出土した
人骨およびミイラを対象としてＤＮＡ分析
を行い、長期間にわたる集団のＤＮＡ構成の
変化について考察した。解析した個体は 34
体で、そのうち形成期の人骨 10 体とチリバ
ヤ文化期の 17 体からＤＮＡ情報を得ること
ができた。解析の結果、形成期とチリバヤ文
化期ではミトコンドリアＤＮＡのハプログ
ループ頻度に明確な差が観察された。また近
隣の地域のＤＮＡデータと合わせて解析す
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ることによって、インカから植民地時代以降
に、この地域では山岳地域からの集団の流入
によって、ほとんど集団の置換に近い状況が
生まれていることも明らかとなった。（３）
に関しては、クスコ文化庁との間で研究協定
を締結し、これまでに 100 体以上の人骨試料
を収集した．現在、ＤＮＡ分析分析を行って
いる。また、インカの創世伝説による起源地
であるチチカカ湖周辺のインカ時代の遺跡
から人骨試料を採取している。この地域の集
団と比較検討することによって、伝説の真偽
を確認する予定である。（４）のパチャカマ
ックのサンプルに関しては、海外協力者の島
田泉南イリノイ大教授の発掘したミイラと
人骨の解析を進めている。現時点では 12 体
分のＤＮＡデータと安定同位体およびＣ１
４年代データが得られている。考古学的なデ
ータと合わせた解析を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
 ペルー南海岸における集団の遺伝的変遷
については解析を終了し、既に論文としてア
クセプトされている。また北海岸についても
同様に解析を終了して、論文が書籍化されて
いる。山岳地域におけるサンプル採取も進ん
でおり、おおむね順調に進展していると判断
できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 基本的にはこれまで行ってきた研究を更
に推進する。特にＤＮＡと安定同位体による
食性分析の基礎データが揃ってきているの
で、形態学や考古学的なデータとの突き合わ
せを行って、総合的な研究を行う。また、高
地（アルティプラノ）地域については、更に
試料収集とＤＮＡ解析を進める予定である。 
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